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透析腎に発生し，石灰化を示した腎細胞癌の1例
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  ．Ay 39－year－old man with a 13－ye’ar history of hemodialysis was hospitalized with ］eft back pain

in May 1989． The plain radiograph showed a calcification in the left kidney． CT scan demon－

strated a round high density area， We could not exclude the possibility of malignancy， therefore，

we performed left nephrectomy． Pathological examination revealed that a turnorous mass in the

renal parenchyma and renal adenocarcinoma was confined to the mass intermingled with the depo－

sition Qf the oxalate cryg．tals． lt was difficult to diagnose． Therefore we recommend nephrectomy

x・vhen the diagnosis is uncertain，

                               （Acta Urol． Jpn． 37： 65－67， 1991）
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緒 言

 長期透析患老に腎嚢胞および腎細胞癌の発生する率

が高いということは1977年にDunnillら1）により初

めて報告された．また腎不全が長期に及ぶと蔭酸結晶

の沈着が発生することも知られている．今回われわれ

は長期透析患者で腎の一部に限局して腎癌と蔭酸結晶

の沈着が混在した比較的稀な症例を経験したので報告

する，

症

患者：39歳，男性

主訴：左腰痛

既往歴：睾丸捻転症

家族歴：特記すべきことなし

例

 現病歴：エ968年より慢性糸球体腎炎の診断をうけ，

経過観察をうけていたが，1973年5月より，慢性腎不

全のため，血液透析を導入し，以後継続している．

1985年より左腰痛が出現，1988年10月より腰痛の頻度

が増加した。1989年5月腰痛が増強，透析医により左

腎部の石灰化を指摘され，精査のため当科に紹介さ

れた．

 入院時現症＝身長159 Cm，体重49 kg，体温36．7

℃，血圧160／100mmHg，脈拍90／分，整，眼球結膜，

軽度貧血あり．胸腹部に理学的異常所見なし．左腰部

に落痛あり．

 血液…一般；WBC 3，800／mm3， RBC 247×10／mm3，

Hb 8．2 g／dl， Ht 24．6％， PLT 19．2×lo／mm3，血液生

化学；TP 7．1 gfdl， Alb 4．89／d1， GoT l7 Iu／l，

GPT 10 IUII， ALP 5．3 KAU， LDH 281 IU／1， BUN

84．8mg／dl， Cr 12．6 mg／dl， Na 135．8 mEq／1， K 4．8

mEq／1， Cl 99．2 mEqfl， Ca 5．1 mEq／1， P 4，5m Eq／1，

C－PTH 15．3 ng／ml， HS－PTH 21，000pg／ml， renin

ア，5 ng／ml／hr．

 X線検査：腹部単純写真では左一部に円形の石灰化

を認める（Fig・1）・超音波では左腎に円形のhyper一
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Fig’ 1． Plain radiograph of the abdomen
    demonstrated a round calcification

    in the left kidney．

Fig． 2． CT scan showed a round calcification

    in the left kidney．

echoic reglonが描出された， GTでは左腎に円形

の均一なhigh density areaを認める（Fig．2）．

しかし，左腎動脈造影では腎癌に特徴的なhypervas－

cularity等の所見はなく萎縮腎の状態の血管像を示

した．以上より左腰痛の原因はPTHの上昇より腎

性骨異常栄養症を疑い，画像診断からは腎癌の可能性

は低いと考えたが透析腎には腎癌が発生する率が高く

腎癌の可能性を完全に否定することができなかったた

め1989年6月13日腎摘を施行した，

 摘出標本＝左腎は大きさ7，5×4．0×・4．0・cm重量

80．O gと萎縮しており，表面には小さいcystが散在

しており，典型的なacquired cystic disease of kid－

ney（以下ACDKと略す）の所見であった．割面は

腎上部の石灰化に一致してL8xi．8cmの円形の腫瘤

があり線維性の肥厚した被膜で囲まれ，内部は暗赤色

で出血と壊死状の組織が存在した。実質は萎縮してお

潔

．鰹

螺禦

Fig． 3． Microscopic examination of the tumor
    revealed renal cell adenocarcinoma

    consisted of granular cells．

    Rosete－shaped oxLplate crystals are seenFlg． 4．

    and interm－ingled｝with reriall cell adeno－

    carclnoma．

り割面でも小さい嚢胞が存在した．

 病理組織学的所見：円形の腫瘤内に核が不規則に分

布し著明な核小体を有する腎癌（clear ccll subtype，

およびgranular cell subtypc， grade l）が認め

られた，細胞構築は乳頭状，および嚢胞状であった

（Fig．3）．また黄褐色でロゼット状，ないしは放射状

に配列する結晶，すなわち蔭酸結晶が腎細胞癌と混

在していた（Fig．4）．修酸結晶はAlucian blue染色

で青く染まり，腎皮質には糸球体も野饗結晶も存在し

なかった．一部に乳頭腺腫状の過形成が見られた．

考 察

 1977年Dunnillら1）は初めて長期透析患者には

ACDK，および腎癌の発生率が高いことを報告した．

ACDKが発生する原因は必ずしも明確にされてはい

ない．Boileauら2）は腎疾患および腎不全の経過期間

がACDK，腎癌発生の最も大きな要因となっている

と述べている．石川ら3）は透析患者96人にCTスキャ

ンで経過を追い，ACDKは透析が3年以内の患者で
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は43．5％に，3年以上では79．5％に発生し，96入のう

ち5人に腎癌が発生したと報告している．ACDKの

発生原因については現在のところ，尿細管周囲の問質

の線維化，尿細管上皮の過形成，蔭酸結晶による尿細

管の閉塞などが考えられている2）．修酸結晶の沈着も

腎不全末期に見られる特徴的なことである，蔭酸結晶

は慢性腎疾患において腎だけでなく心筋，甲状腺，脳

にもみられるという4）．Salyerら5）によると蔭酸は腎

のみから排泄されるので慢性腎不全が長期聞に及ぶ

程，蔭高結晶の沈着する程度が高くなるという．

Beningtonら4）によると病理解剖500例中32例（6。4％）

に蔭言結晶が存在したというが32例のうちユ8例には腎

疾患がなかったという．このため蔭酸結晶は腎疾患に

特異的なものとはいえないと述べている．さて腎腫瘍

（腎癌だけでなく腎腺腫もふくむ）はACDKの10

～45％に発生するという6）．MacDougallら7）は慢性

透析患者では正常の人よりも腎癌が発生する割合が50

倍も高いと報告している．腎癌が発生しやすくなる原

因は透析では除去できないような発癌物質の存在また

頻回の輸血による免疫監視機能の低下などが想定され

ている8）が解明されたわけではない．

 さてわれわれの症例は腎癌と蔭酸結晶とが混在して

おりしかも腎の一一一部に被膜で被われて限局されてい

た．同じような症例を高原ら9）が報告している．腎不

全のため修酸が排泄されないのであれば修酸結晶は腎

にびまん性に沈着すると考えられるが腎の一部に修酸

結石が存在していた理由がまったく不明である，亡師

結晶は腎癌の発生に関係しているとも考えられるが詳

細は不明である．長期透析患造に腎癌が発生したとい

う報告は多数あるが多くの場合，血尿の出現，また，

CT，腎動脈造影にて典型的な腎癌の所見が得られて

おり10一13）診断は容易である．本症例においてCTで

均一のhigh density areaを示したのは謬酸結晶に

よることが判明したわけであるが手術前に腎癌と診断

するのは非常に困難であった，長期透析患者はCT，

超音波でよく検査するべきであるとされているが疑わ

しい場合は積極的に手術する方がよいとあらためて考

えさせられた．

結 語

 血液透析開始13年後に，腹部単純写真での腎部の石

灰化を契機に腎癌が発見された39歳男性の症例を報告

した．腎癌は蔭酸結晶と混在して腎の一部に被膜で被

われて限局して存在した．長期透析患者では腎癌の発

生率が高いので疑わしい場合は積極的に手術を行うの

がよいと考えられた．
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